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「自分が好き、ふるさと十和田市が好き」という気持ちを育む本市独自のキャリア教育事業は、市立小・中学校で
各校の特色を生かして行われています。今号では、西小学校と東中学校の取り組みを紹介します。
※児童・生徒の感想は、ほぼ原文のまま掲載しています。

問問指導課☎ 58指導課☎ 58--01830183

　仕事を見たり、実際にやってみたりして、立っている
時間が長かったり、お昼の時間が決まっていなかったり
など、自分が思っていたよりも大変な仕事でした。店長
さんが質疑応答でおっしゃっていたように、周りと上手
に付き合う、コミュニケーション能力を高める、積極的
にさわやかな挨拶をするなど、今からでもできることを
意識して生活し、将来に生かしていこうと思います。

　この職場体験を通して、仕事をするなら、
誰かを笑顔にさせるために一生懸命頑張れ
るような仕事をしたいと思いました。工場
で働いている方々は、誰かにきちんとした
ジーンズをはいて欲しいと思っていたり、
家族のために頑張っていたりするので、と
ても素敵だと思いました。
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汰 さん
体験先：製造業

　私の将来の夢と今回体験した仕事は、全く別のものだ
と思っていました。でも、コミュニケーションや身だし
なみ、優しさなど、どちらの職業に就くにしても、とて
も重要なことだと思いました。夢は違うけれど、生かせ
るものはたくさんあると思うので、この経験を土台とし
て夢に向かって頑張りたいです。

職場体験学習（３年生）

　さまざまな職種の業務体験を通して、自
分の進路を考えたり、地域の産業や社会活
動について理解することを目的に、市内の
約30カ所で職場体験学習を行いました。 蛯

えびな
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博 さん
体験先：教育（小学校）
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地域を大切にする児童の育成　～夢を育む「にし」プロジェクト～

　郷土の自然・人・文化の素晴らしさに目を向け、誇りと愛着を持ち、郷土を大切にしていこうとする児童を育成す
るとともに、夢を育むことができるように各学年でさまざまな活動に取り組んでいます。

　ぼくは、「沼袋の名水」の学習をする
前は、沼袋のことは知りませんでした。
でも、学習してからは、生き物も植物も
豊富な沼袋があるというのが自慢になり
ました。これからも、水のきれいな沼袋
をいつまでも守り続けていきたいです。向
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　私は、「沼袋の名水」の学習で、今ま
で見たことのないトギッチョやヨコメッ
コという生き物が、あみですくうとたく
さんとれておどろきました。また、地域
の方がこの場所を大切に守っていること
が分かりました。これからも、この自然
をきずつけないようにしたいです。
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菜子 さん
　北里大学獣医学部生物環
境科学科准教授の柿

かきのわたる

野亘さ
んから、湧き水の仕組みや
そこに生息する生物につい
て学んだり、学区内の沼袋
名水公園の生物調査を実施
したりしました。

郷土のよさ発見
沼袋の名水生物調査（４年生） 児童の感想児童の感想

　ぼくは、認知症サポーター養成講座を
受けて、認知症の人の気持ちや、認知症
の人と話す時は目線を合わせたり、耳の
近くで大きな声で話したりすることの大
切さを学びました。身近なおじいちゃん
おばあちゃんにやさしく接したり、認知
症の人を見かけたら助けたりしたいです。
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地域活動への参加
認知症サポーター養成講座（６年生）

　西南地域包括支援センターの協力で、認知症について
の話を聞いたり、実際に認知症の方々にどのように関
わっていけばよいかを体験したりしました。

　私は、認知症サポーター講座の声がけ体
験で、「３つのない」があることを知りま
した。特に「自尊心を傷つけない」ことで、
認知症の人が心地よく過ごせるようにする
ことが大切だと思いました。これからもど
んどん人を助けていきたいです。下
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夢に向かい、力強く未来を切り開く生徒の育成

夢を叶えるMirai Map（未来マップ）授業（１年生）

　生徒が「自己理解を深め集団での役割を自覚し、将来の生き方を考え、夢や希望をもって自ら学び働く」ことを目
指して、全教育活動を通じてキャリア教育事業に取り組んでいます。

相手の話に共感するやり方を
学ぶ活動を通して、友達といろ
いろな話ができました。「言葉
プレゼントゲーム」では友達が
嬉しくなる言葉を知ることがで
きて、楽しかったです。大
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　夢に向かって必要な事がより分りやすく
伝わったので、今日の授業を少しでも学校
生活に活用しようと思います。少しでも夢
に近づけるようにしていきたいです。苦手
なことを何度でも挑戦し続けるような大人
になれるようにがんばります。浦

うらた

田華
かあ い

愛 さん

　「未来の夢を描く授業」として、講師に未来マップ認
定ファシリテーターの水
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恵さんを招き、３回の授業
を行いました。「気づく、信じる、やってみる」をグラ
ンドルールに、ゲーム形式で夢を描くための基礎となる
活動に取り組みました。

　相手に言葉のプレゼントをして、すごく
喜ぶ姿を見たら、プレゼントした自分も温
かい気持ちになりました。相手と目を見て
５分間いろいろな目標などについて話すの
は楽しいと感じました。
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